
 

 

 

 

 

 

 

 

 紫陽花の花が咲き始め、そろそろ夏がやってきますね。 

大阪府新型コロナ警戒信号は、黄色から緑色に変更されました。 

今後もコロナ禍の情勢を考慮しながら、里親支援委員会でも少しずつ普及啓発が始ま

りました。 

 

5 月 7 日駒川商店街の方々のご協力のもと初めて『駒川庵』にて啓発活動を行いまし

た。南部里親支援機関mikata とのコラボで里親相談会を実施しました。 

そこからのご縁を頂いて 5 月 15 日長居公園植物園にて開催された、森の駅マルシェで

里親制度についてのリーフレットを置かせて頂きました。森の駅マルシェは手作りのア

クセサリーやバックなど様々なショップブースが出店しており、見ているだけでワクワ

クするような楽しいイベントでした。40 人ほどの方にリーフレットを手にしていただ

きました。ブースを出している方からも「里親ってどんな活動ですか?」「うちのブース

にリーフレットを置いて下さい。」とお声かけを頂きとても嬉しかったです。森の駅マル

シェは大盛況で、是非来年は里親委員会としてブースを出してみたいと思いました。た

くさんのご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

週末さとおやってなあに～ぼくと しせつと ときどきおっちゃんとおばちゃん～ 体験談あり 

 7 月 9日(土) 14時～16 時・相談会あり・参加費無料 

阿倍野学習センター(阿倍野ベルタ) 3 階 第一研修室  定員 20 名▶要申込(6 月 30 日まで) 

主催：一般社団法人大阪市児童福祉施設連盟里親支援委員会 

～さとおやってなあに？～地域で支えあおう  体験談あり 

 8 月 7日(日) 13時 30 分～15時 30分・相談会あり・参加費無料  

大阪市立男女共同参画センター南部館 クレオ大阪南 定員 20名▶要申込(7 月 24日まで) 

主催：大阪市南部里親支援機関 mikata  06(6718)4078 保育あり(先着 3 名) 

さとおやってなあに？ ～保護者と離れて暮らす子どもへのサポート～ 

9 月 11日(日)10時～12 時・相談会あり(12時～15 時)・参加費無料 

 大阪市立男女共同参画センター中央館 クレオ大阪中央 定員 20名▶要申込(9 月 1 日まで)       

    主催：大阪市立男女共同参画センター中央館 クレオ大阪中央 

協賛：一般社団法人大阪市児童福祉施設連盟里親支援委員会 

 

みずいろ通信 

    Vol．１３ 
２０２２年 

６月発行 

４Ｓのイベント告知コーナー 



 

お問い合わせ先 

一般社団法人大阪市児童福祉施設連盟 

里親支援委員会（事務局：聖家族の家 

06-6699-7221 担当：(萱津・松本) 

● 編集後記 ● 

今年度もスタートしました。コロナに負けず、出来るとこ

ろから頑張って行こうと思います。 

（柳川・萱津・原井・荒川） 

 

 

 

週末里親さんから 

 

週末里親さん(40 代女性)よりお手紙を頂きました。 

お手紙から、抜粋させてもらいました。 

 

週末里親は、親でもなく、先生でもない、なかなか難しい立場の役割でしたが、高校卒業後の

春休みに何度か一緒にお出かけして、いつになく、今の心情をいっぱい話してくれました。こ

の 9 年間私自身にも色々ありましたが、週末里親を辞めずに来てよかったなあと心の底から思

いました。 

子どもと私の本当の関係はこれから始まるのかなあと思っていますが、少なくとも「おかえり」

と言ってあげられる実家代わりの存在では居続けていきたいと思っています。 

 

週末里親さんは終了されましたが本児は、7 月に元週末里親さん宅にお泊りに行く予定です。 

わがまま放題で、ご迷惑も沢山おかけしましたが退園後も途切れることなく、実家的存在として受

け入れて頂き本当にありがたく思っております。 

 

養育里親さんから 

 

養育里親さん(30 代夫婦)宅に、家庭訪問に行った時にお伺いしたお話です。 

 

「いつも甘えん坊で、外でも内でもべったりだった子が、急に外ではべったりしなくなりました。

でも、内では外の甘えもプラスしているようです。少し恥ずかしさが芽生える年齢なのか」と、

里子の変化を嬉しそうに話され、成長を喜んでくれていました。 

 

里親さんと里子で月に１回、近況などを話す会を作っていて、少しずつ自分の思いを話すように

なったそうです。最近では、自分が困ったときは緊急会議の招集をするようになったそうで、自

分の思いを話してみんなの意見を聞くなど里子の変化を喜んでいました。 

 

里子が里親さんに、「なぁなぁー、結婚しても一緒に住もうな」と突然言い出し里親さんはとても

驚かれていました。でも、時間が経つにつれて、うれしさがこみ上げてきたと笑顔で話されてい

ました。 

 

委託後、半年後の家庭訪問時のお話です。 

子どもの悩みのお話もされますが、一番多いのは子どもの変化や成長を喜んでいる声です。 


